

















































(旬刊， 1896年 8月一98年 6月)，亡命後には日本の横浜で発行された『清議報~ (旬




































































































社， 1901年)，大原祥ーの『社会問題』く高種訳，闘学会>(原著同名，秀英舎， 1902 
年)，西川光次郎の『社会党』く周子高訳，上海広智書局>(原著同名，内外出版協会，
1901年)等が刊行された。 1904年以降1年にかけては，その数は激減し，金一(金天








よれば1903年が1000名， 1905年3000名， 1906年8000名， 1907年が7000名であったとい
い，そのうち湖南出身の留学生は， W湖南省志』第 l巻によれば1904年の留日学生2395名
中373名であったという 15)。また『苦手学訳編』第10期所収の1898年から1903年の湖南






































18) 劉撲一「黄興伝記J(左舜生『賞輿評伝』く伝記文学叢刊〉伝記文学出版社， 1963年)186 
頁。曹亜伯『武昌革命真史』上(上海書庖， 1982年)自序 4頁。また楊世麟『辛亥革命前
后湖南史事.JI(同前)によると，その後長沙府東街に帰国留学生張鎮衡・秦銃墾・翁浩・鄭












『瓜分惨禍予言記J~現世政見之評訣J ~支那革命運動J ~潤陽二傑文集J ~翻陽
二傑論J~中国自由書J ~野蛮之精神J ~併呑中国策J ~最近之満州J ~新湖南J ~蕩
虜叢書J~新民叢報J ~新民匪編J ~新中国J ~黄帝魂J ~革命書J ~猛回頭J ~独
立吟J~新小説J ~広長舌J ~清俄之将来J ~支那化成論J ~支那活歴史J ~二十世
紀之怪物帝国主義J~新広東J ~漸江潮J ~中国魂J ~孫逸仙J ~沈蓋J ~熱血J ~迷







に参画して以来， 1913年 3月に嚢世凱の刺客によって暗殺されるまでの32年間， ~二






















































































































































































であり，そこでは『新潮J~新青年JJ ~建設JJ ~解放与改造JJ ~新中国JJ ~新生活JJ ~少年





36) ~湘江評論』第 2 号(1919年 7 月 14 日) 1"研究過激党(<毛〉沢東)J，同 3号(同年7月28
日)1"那一個是過激?く陳〉子博)J。
















巻 5号(奥付は1919年 5月 l日刊)は李大剣の「我的馬克思主義観」を始めとするマ
ルクス主義の特集号を組み，従来の新文化運動啓蒙雑誌からマルクス主義宣伝雑誌へ


















































も民衆の大連合によって客軍閥張敬莞が追放され (20年 6月)， I湖南人の湖南」を標
傍して入湘してきた語延閤・趨恒悔の支配のもとで，湖南自治運動が広汎な民衆レベ
42) W長沙大公報Jl1920年7月31日「発起文化書社的縁起」。














































































賛意を表明した53)。これをうけて長沙の新民学会会員たちは21年 1月 1日から 3日間，
文化書社で新民学会会員の会議を聞いた。ここでは14項目にのぼる問題が討議された
が，もっとも重要な課題は，共同目的と，革命の方法，当面の活動方法であった。第
lの共同目的については，中国と世界の改造なのか，世界の改造なのか，東亜の改造
なのか，また改造なのか改良なのかをめぐって議論がなされ，表決の結局「中国と世
界を改造する」ことになった。第 2の革命の方法でも，表決によってボルシェヴィキ
(波爾維克)主義をとることになり，デモクラシー(徳諜克投西)，温和な方法の共
産主義を排除した。第 3の活動の方法では，研究を重視するのか，研究・宣伝・組織
・連絡を並行しておこなうのか，また労働運動の実践活動を重視するのか等の問題に
ついて白熱した議論が展開されたが，結局議論を総て盛り込む形でまとめられた54)。
この討論を通して，新民学会会員相互の考え方の相違が明らかとなり，あの「問題と
主義」論争を根底とする対立，マルキシズム，アナキズム，ラッセルのとく社会主義
等の理論的な対立等々が複雑に絡み合い，その矛盾はし、っそう拡大されていった。
こうして新民学会はその使命をおえる時が近づいてきた。毛沢東らは，ロシアのボ
ルシェヴィキのような革命組織をつくり，労働人民にマルクス主義を学習させ，マル
クス主義と労働運動を結合させることに留意しはじめた。たとえば先の新民学会の会
議では，何叔衡は，マルグス主義の普及はまず労働者と兵士から着手することを提起
したし，陳章甫は，そのために夜学を多く開設し，労働界・女界に波及させることを
主張した55)。毛沢東は社会主義青年団の結成につとめ56)，やがて21年 7月共産党の設
立に参加していくことになり，かれの活動も新民学会から党へと移り，労働運動と密
接な関わりをもつにいたる。かれらが労働大衆のなかへ深く入り，マルクス主義を用
いてかれらを啓蒙し，それによって労働者の自覚と組織性を高めていったので、ある。
4.むすびにかえて
辛亥革命期から五四運動期における，湖南への社会主義の伝播の過程について述べ
53) 同前。
54) I新民学会会務報告」第2号 <1921年夏刊>(前掲『新民学会文献塵編~)。
55) 同前。
56) 1921年1月の新民学会の会議で社会主義青年団の組織化が提起されいているので，結成は
この時以後ということになる。「新民学会会務報告」第2号(前掲)参照。
湖南への社会主義思想伝婚に関する一考察 131 
てきた。その過程はロシア11月革命を契機に 2段階にわけることができる。 1月革命
以前の時期は，湖南の少数のブルジョア・小ブ、ルジョア知識人が，西洋のフ守ルジョア
民主主義の学説を大いに宣伝するなかで，マルクス主義を含むさまざまな社会主義の
思想について断片的に翻訳・紹介した時期である。 11月革命の勝利以後とくに五四運
動時期は，マルクス主義が湖南の先進的な知識分子に受容され，労働運動と結合しは
じめた段階である。それぞれの段階における社会主義の伝播・受容の経過についてま
とめは必要としないで、あろう。ただ中国共産党と湖南支部の成立以後，マルクス主義
は湖南の党組織を通じ，さまざまな方法で，かつ中国の国4情と革命の実践とを結合さ
せながら，さらに広範に伝播し，湖南の共産主義者の第一世代を育成し，湖南の労働
運動の第一次の高揚期をむかえ，湖南の民衆の革命闘争の基礎を築きあげたことを指
摘しておきたい57)。
57) 小論は，本学総合研究所の研究班「アジアのなかの日本J(1992， 93年度)および本学学
術委員会の個人研究助成「近代中国における外来文化の受容についてJ(94年度)の研究成
果の一部である。
